
産業調査

産業調査

　
最
近
、「
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
各
国
の
環
境
規
制

厳
格
化（
CO2
削
減
の
必
要
性
）」や「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

（
原
油
依
存
度
の
低
下
の
必
要
性
）」への
対
応
策
と
し
て
、

そ
し
て「
電
池
の
性
能
向
上
」と
いっ
た
要
因
に
よ
り
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車（H

E
V

：H
y
b
r
id

 

E
le
c
t
r
ic  

V
e
h
ic
le

）や
電
気
自
動
車（E
V

：E
le
c
t
r
ic  

V
eh
ic
le

）等
の
い
わ
ゆ
る
次
世
代
自
動
車
の
存
在
感
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V
に
は
航
続

距
離
や
充
電
イ
ン
フ
ラ
、そ
し
て
価
格
面
等
で
の
課
題
は
あ

る
も
の
の
、東
日
本
大
震
災
以
降
に
注
目
度
が
更
に
高
ま
っ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
構
成
す
る
重
要
な
存
在
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
普
及
拡
大
は
確

実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
次
世
代
自
動
車
の
普

及
は
、従
来
の
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
全

体
に
も
大
き
な
構
造
変
化
を
生
じ
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、次
世
代
自
動
車
の
概

要
や
そ
の
動
向
を
紹
介
し
た
上
で
、次
世

代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う
産
業
構
造
の

変
化
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　
な
お
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
概
要
に
つ

い
て
は
、F
F
G
調
査
月
報
2
0
1
0
年

８
月
号「
経
営
情
報
」に
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、あ
わ
せ
て
ご
参
照
下
さ
い
。

　
次
世
代
自
動
車
と
は
、前
述
の
H
E
V
や
E
V
に
加
え
、

そ
の
中
間
的
な
存
在
で
あ
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車（P

H
E
V

：Plug
-in  H

ybrid  E
lectric  

Vehicle

）や
燃
料
電
池
自
動
車
等
、ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
と

いっ
た
化
石
燃
料
の
使
用
を
低
減
、も
し
く
は
ゼ
ロ
に
す
る

自
動
車
で
す
。2
0
0
9
年
に
プ
リ
ウ
ス
、イ
ン
サ
イ
ト
と

いっ
た
H
E
V
の
販
売
が
急
拡
大
し
た
こ
と
に
加
え
、10
年

に
はi-M

iEV

（
ア
イ
ミ
ー
ヴ
）やL

E
A
F

（
リ
ー
フ
）等

の
E
V
が
本
格
的
に
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、次
世
代

自
動
車
の
存
在
感
は
急
激
に
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
自
動
車
は
、日
本
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ
カ
、欧

州
、中
国
等
で
も
普
及
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V

に
は
既
存
自
動
車
と
比
べ
て「
高
価
格（
電
池
が
高
価

格
）」、「
短
い
航
続
距
離（
電
池
容
量
が
依
然
不
十
分
）」、

「
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
未
充
足
」、「
充
電
時
間
の
長
さ
」等
、克

服
す
べ
き
課
題
が
多
々
存
在
し
て
い
る
為
、10
年
時
点
で
は

次
世
代
自
動
車
が
自
動
車
市
場
全
体
に
占
め
る
割
合
は

１
％
程
度
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。（
表
１
）

　
今
後
次
世
代
自
動
車
が
ど
の
程
度
普
及
し
て
く
る
の
か

に
つい
て
は
、課
題
の
多
さ
も
あ
って
、調
査
機
関
に
よ
って
予

測
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ど
の
機
関
も
先
進

国
を
中
心
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
、と
い
う

共
通
認
識
は
有
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、政
府
が
10
年
に
公
表
し
た「
次
世
代
自
動
車
戦

略
2
0
1
0
」に
よ
る
と
、今
後
も
当
面
は
新
興
国
を
中
心

に
既
存
自
動
車
が
主
流
を
占
め
る
も
の
の
、次
世
代
自
動

車
も
先
進
国
を
中
心
に
普
及
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

20
年
に
は
市
場
全
体
の
２
割
弱
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
、と

い
う
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
、既
存
自
動
車
の
産
業
構
造

を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。以
下
、「
製

造
」、そ
し
て「
販
売
・
利
用
」そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
起
こ
り
得

る
構
造
変
化
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

１.「
製
造
」分
野
で
の
変
化

　
具
体
的
な
構
造
変
化
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

自
動
車
の「
製
造
」分
野
で
の
部
品
構
造
の
変
化
で
す
。

　
表
１
の「
仕
組
み
」欄
に
記
載
致
し
ま
し
た
が
、E
V
で
は

既
存
自
動
車
の
主
要
部
品
で
あ
る
エ
ン
ジ
ン
が
モ
ー
タ
ー
に

置
き
換
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、エ
ン
ジ
ン
が
不
要

に
な
る
こ
と
で
、そ
の
動
力
を
自
動
車
走
行
の
為
に
適
切
に

伝
え
る
駆
動
部
品（
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョン
等
）も
不
要
と
な

り
ま
す
。

　
逆
に
、電
池
や
モ
ー
タ
ー
、イ
ン
バ
ー
タ
等
の
電
機
・
電

子
部
品
が
エ
ン
ジ
ン
等
に
代
わ
る
重
要
な
部
品
と
な
っ

て
き
ま
す
。ま
た
、電
機
・
電
子
部
品
は
エ
ン
ジ
ン
等
に
比

べ
て
部
品
点
数
が
少
な
い
為
、自
動
車
の
部
品
点
数
も
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
部
品
構
成
の
変
化
に
よ
り
、現
在
の
自
動

車
産
業
で
構
築
さ
れ
て
い
る
、完
成
車
メ
ー
カ
ー
を
頂
点
と

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の「
す
り
あ
わ
せ
型
」取
引
構
造
か
ら
、

電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
を
外
部
の
電
機
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
調

達
す
る「
水
平
分
業
化
」が
進
む
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
図
１
）

２.「
販
売
・
利
用
」分
野
で
の
変
化

　
産
業
構
造
の
変
化
は
、「
製
造
」分
野
だ
け
に
と
ど
ま
る

こ
と
は
な
く
、自
動
車
の「
販
売
」や「
利
用
」と
いっ
た
、よ
り

幅
広
い
範
囲
に
も
発
生
し
て
、新
た
な
市
場
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
既
に
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、「
販
売
」で
は
、E
V
の
販

売
が
従
来
の
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
加
え
、一部
の
家
電
量
販
店

で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
し
て「
利

用
」に
お
い
て
も
、E
V
の
課
題（
価
格
・
航
続
距
離
等
）を
カ

バ
ー
出
来
る
よ
う
な
利
用
方
法
と
し
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

等
が
拡
大
す
る
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
る
他
、従
来
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
急
速
充
電
器
の
設
置
も
進
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
C
H
A
d
e
M
O（
チ
ャ
デ
モ
）協
議
会（
※
）の
統
計
に

よ
る
と
急
速
充
電
器
は
、６
月
1
日
現
在
で
全
国
に

6
7
0
箇
所
、九
州
に
も
63
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
、北
九
州
市
等
で
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
実
証
実
験
に
お
い
て
も
、E
V
や
P
H
E
V

が
蓄
電
や
電
力
需
給
調
整
機
能
等
を
担
う
重
要
な
構
成

要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、次
世
代
自
動
車
は

従
来
の「
人
･
モ
ノ
を
運
ぶ
」機
能
以
上
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
自
動
車
産
業
の
構
造
変
化
は
九

州
に
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、製
造
分
野
に
つい
て
で
す
が
、図
１
に
記
載
し
て
い

る
と
お
り
、九
州
で
生
産
さ
れ
て
い
る
部
品
は
車
体
等
の
大

型
部
品
が
中
心
で
、エ
ン
ジ
ン
や
駆
動
部
品
関
連
の
部
品
は

あ
ま
り
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、現
在
九
州
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
が
H
E
V
を
生
産
し

て
い
る
の
み
で
、P
H
E
V
や
E
V
は
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
生
産
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
か
ら
、九
州
の
自

動
車
製
造
分
野
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
も
低
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
逆
に
、地
場
企
業
の
中
に
は
構
造
変
化
の
動
き
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、新
た
な
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
も
存
在
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
、今
後
の
市

場
拡
大
が
期
待
出
来
る
分
野
で
の
取
り
組
み
強
化
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
材
料
・
部
品
・
製
造
装

置（
電
池
そ
の
も
の
は
装
置
産
業
で
あ
る
為
、大
手
メ
ー

カ
ー
が
強
い
）や
モ
ー
タ
ー
等
を
、こ
れ
ま
で
の
事
業
で
蓄
積

し
て
き
た
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
や
大
学
・
研
究
機
関
等
と
の
連

携
を
活
用
し
て
強
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

E
V
は
エ
ン
ジ
ン
等
が
不
要
な
為
、既
存
自
動
車
に
比
べ
て

構
造
が
単
純
で
、製
造
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

既
存
自
動
車
の
改
造
等
で
E
V
そ
の
も
の
の
製
造
に
取
り

組
む
企
業
も
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
販
売
・
利
用
の
分
野
に
お
い
て
も
、家
電
量
販
店

で
の
E
V
の
販
売
や
急
速
充
電
器
の
開
発
・
販
売
、集
客
を

図
る
為
の
充
電
器
の
設
置
等
、次
世
代
自
動
車
普
及
を
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。（
表
４
）

　
そ
の
他
、特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、政
府
の
次
世
代

自
動
車
普
及
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
あ
る「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン

構
想
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。九
州
で
は
09
年
３
月
に
第
一
期

実
施
地
域
と
し
て
長
崎
県
が
、そ
し
て
10
年
12
月
に
は
第

二
期
実
施
地
域
と
し
て
熊
本
県
と
佐
賀
県
が
選
ば
れ
て
お

り
、次
世
代
自
動
車
の
普
及
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
に
向
け
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。（
表
５
）

　　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ
り
、多
く
の
課
題
が
存
在
し
ま
す
。そ
し
て
、課
題
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、逆
に
そ
れ
だ
け
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
広

が
って
い
る
、と
言
え
ま
す
。次
世
代
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
後
様
々
な
方
向
で
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
動
き
以
外
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は

存
在
し
ま
す
。例
え
ば「
製
造
」で
は
、「
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
可
能
性
は
低
い
」と
紹
介
し
た
既
存
の
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
も
、自
社
の
既
存
技
術
を
応
用
し
、次
世
代
自
動

車
で
求
め
ら
れ
る
機
能（
軽
量
化
等
）を
満
た
せ
る
部
品
の

開
発
・
生
産
に
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、次
世
代

自
動
車
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。ま

た「
販
売
・
利
用
」に
お
い
て
も
、現
在
各
企
業
・
自
治
体
等

で
進
め
ら
れ
て
い
る
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、次
世
代
自
動
車
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
で
、日
本
全
国
、そ
し
て
世
界
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、将
来
到
来
す
る
で
あ

ろ
う
次
世
代
自
動
車
時
代
に
お
い
て
も
、「
製
造
」と「
販

売
・
利
用
」の
両
面
で
九
州
の
自
動
車
関
連
産
業
が
発
展
し

続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

もーだー

産業調査 産業調査

次世代自動車の概要と
自動車産業の構造変化の可能性

～地場企業にとって新たなビジネスチャンスとなるか～

次
世
代
自
動
車
の
概
要
と
動
向

次
世
代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う

自
動
車
産
業
構
造
変
化
の
可
能
性

九
州
へ
の
影
響

表1　既存自動車と主な次世代自動車の比較

（
花
谷 

禎
昭
）　
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△給油○、充電△○○
×～△○○○
△△○◎

次世代自動車

△給油○、充電△○○

◎○△×
◎○△×

ＰＨＥＶ
（プリウス等）

ＥＶ
（アイミーヴ、リーク等）

ＨＥＶ
（プリウス、インサイト等）

既存自動車（ガソリン）分     類

基本はエンジン走行。モーター走行
は補助。ブレーキ時に充電。

HEVよりモーター走行割合が多い。
外部からの充電機能が追加。

モーター走行のみ。ブレーキ時や
外部から充電。

ガソリン
タンク

エンジンモーター

電池 充電

ガソリン
タンク

エンジン

電池 電池充電

ガソリン
タンク

エンジン

給油給油給油

動力

燃料

解決すべき
課題

解決すべき
課題

モーター モーター

仕 組 み

原 油 依 存 低 減
C O２ 削 減
価 格
航 続 距 離
燃料補給インフラ
給 油・充電時間

表２　次世代自動車の現状と普及見通し

既存自動車 

次世代自動車 

　ＨＥＶ

　ＥＶ･ＰＨＥＶ

　燃料電池自動車

　クリーンディーゼル自動車

自動車生産台数（万台） 

98 .6%

1.4%

1.4%

0.02%

わずか

わずか

6,882 

2020年（見通し）2010年（見込み）

（出所）冨士キメラ総研プレスリリース及び経済産業省「次世代自動車戦略2010」
（※）2020年の見通しについては「政府目標」ではなく「民間努力ケース」を採用

80％以上

20％未満

10～15％

5～10％

わずか

わずか

10,600 

九州等島広・東関・部中

九州は高機能部品（エンジン、
駆動関連、電装品）を域外から輸送

九州では輸送コストのかかる車体
部品や大物部品を生産

⇒電気自動車においても必要

完成車
メーカー

一次部品メーカー

二次・三次
部品メーカー

既存自動車
部品点数約30,000

電気自動車
部品点数約19,000

電池・モーター･
インバータ・半導体

エンジン系･
駆動部品等

電動化率

【必要とされる部品の変化】

車体部品等については大きく変わらず

既存 ＨＥＶ ＰＨＥＶ ＥＶ

リチウムイオン電池
・モーターメーカー
（＝電機メーカー）

進出企業中心
約360事業所

地場企業中心
約340事業所

既存部品メーカーもコスト削
減・軽量化等がより求められる
⇒対応できれば地場企業にも取
引拡大のチャンス

二次・三次部品メーカー
基盤技術（鋳造、メッキ、塗装、熱処理、プレス等）を活用した部品生産

一次部品メーカー
高付加価値部品生産／完成車メーカーと共同開発

完成車メーカー

ＥＶ化に伴い、リチウムイオン電池や
モーターを生産するメーカー（主に電
機メーカー）が重要なプレーヤーに

表４　地場企業による取り組みの例

（出所）公表資料及び各社HPを基にふくおかフィナンシャルグループ作成

自動車
部品

電池
関連

EV製造

販売

利用

製
造

販
売
・
利
用

（株）安川電機

（株）明和製作所

（株）三井ハイテック

（株）日鉄エレックス

（株）西部技研

（株）筑水キャニコム

（株）ベスト電器

（株）キューキ

（株）ヘッズ
九州旅客鉄道（株）
（株）駅レンタカー九州

モータ・駆動部品・急速充電器等開発

EV向けモーター開発

HEVのモーター部品

リチウムイオン電池生産ライン

リチウムイオン電池等の生産設備（除湿機）

電動四輪バイクを開発・発売

EVを展示販売

急速充電器販売

非接触型の充電器開発

久留米駅・熊本駅に充電スタンド整備

概 要企業名分野

表5　各県の取り組みの概要

（出所）経済産業省「EV・PHV情報プラットフォーム」　（※）経済産業省ではPHEVのことをPHVと表現している

長 崎

熊 本

佐 賀

詳細は「EV・PHV情報プラットフォーム」のHPを参照下さい
http://www.meti.go.jp/policy/automobile/evphv/index.html

「未来型ドライブ観光」の実現を目指して五島地域にて急速充
電器の設置を進めるとともに、次世代型カーナビITS（高度道路
交通システム）を搭載したEV等をレンタカーとして導入し、「長
崎EV＆ITS（エビッツ）プロジェクト」を推進

ホンダと連携し、「世代を通じた低炭素社会にふさわしい、
地域における次世代モビリティ社会モデル構築」を目標に
掲げ、EV・PHVや電動バイク等の次世代モビリティの普及
を進める

「ゼロエミッション社会の実現」をテーマに、ファミリーマー
ト等と提携して24時間充電可能な急速充電器の「24H・EV
ユビキタスネットワーク」の整備などを進め、「環境未来ゾー
ン」の構築を目指す

図１　自動車製造分野での構造変化のイメージ

表3　急速充電器設置状況（2011/6/1時点）

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

九 州 計

全 国

15

10

14

7

6

4

7

63

670

設置数

（出所）CHAdeMO　協議会
（※）CHAdeMO 協議会：急速充電器の設置推進を図ること等
を目的に、大手自動車メーカー等が中心となって10年3月に設立
された団体。ちなみに、もっとも設置が進んでいるのは神奈川県
（86件）

（出所）財団法人九州経済調査協会「九州産業読本」等を基にふくおかフィナンシャルグループ作成

全国比

2.2％

1.5％

2.1％

1.0％

0.9％

0.6％

1.0％

9.4％

（出所）各種資料を基にふくおかファイナンシャルグループ作成

ふくおかフィナンシャルグループでも次世代自動車の導入を行っています

充電 充電 充電
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産業調査

産業調査

　
最
近
、「
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
各
国
の
環
境
規
制

厳
格
化（
CO2
削
減
の
必
要
性
）」や「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

（
原
油
依
存
度
の
低
下
の
必
要
性
）」への
対
応
策
と
し
て
、

そ
し
て「
電
池
の
性
能
向
上
」と
いっ
た
要
因
に
よ
り
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車（H

E
V

：H
y
b
r
id

 

E
le
c
t
r
ic  

V
e
h
ic
le

）や
電
気
自
動
車（E

V

：E
le
c
t
r
ic  

V
eh
ic
le

）等
の
い
わ
ゆ
る
次
世
代
自
動
車
の
存
在
感
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V
に
は
航
続

距
離
や
充
電
イ
ン
フ
ラ
、そ
し
て
価
格
面
等
で
の
課
題
は
あ

る
も
の
の
、東
日
本
大
震
災
以
降
に
注
目
度
が
更
に
高
ま
っ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
構
成
す
る
重
要
な
存
在
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
普
及
拡
大
は
確

実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
次
世
代
自
動
車
の
普

及
は
、従
来
の
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
全

体
に
も
大
き
な
構
造
変
化
を
生
じ
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、次
世
代
自
動
車
の
概

要
や
そ
の
動
向
を
紹
介
し
た
上
で
、次
世

代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う
産
業
構
造
の

変
化
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　
な
お
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
概
要
に
つ

い
て
は
、F
F
G
調
査
月
報
2
0
1
0
年

８
月
号「
経
営
情
報
」に
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、あ
わ
せ
て
ご
参
照
下
さ
い
。

　
次
世
代
自
動
車
と
は
、前
述
の
H
E
V
や
E
V
に
加
え
、

そ
の
中
間
的
な
存
在
で
あ
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車（P

H
E
V

：Plug
-in  H

ybrid  E
lectric  

Vehicle

）や
燃
料
電
池
自
動
車
等
、ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
と

いっ
た
化
石
燃
料
の
使
用
を
低
減
、も
し
く
は
ゼ
ロ
に
す
る

自
動
車
で
す
。2
0
0
9
年
に
プ
リ
ウ
ス
、イ
ン
サ
イ
ト
と

いっ
た
H
E
V
の
販
売
が
急
拡
大
し
た
こ
と
に
加
え
、10
年

に
はi-M

iEV

（
ア
イ
ミ
ー
ヴ
）やL

E
A
F

（
リ
ー
フ
）等

の
E
V
が
本
格
的
に
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、次
世
代

自
動
車
の
存
在
感
は
急
激
に
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
自
動
車
は
、日
本
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ
カ
、欧

州
、中
国
等
で
も
普
及
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V

に
は
既
存
自
動
車
と
比
べ
て「
高
価
格（
電
池
が
高
価

格
）」、「
短
い
航
続
距
離（
電
池
容
量
が
依
然
不
十
分
）」、

「
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
未
充
足
」、「
充
電
時
間
の
長
さ
」等
、克

服
す
べ
き
課
題
が
多
々
存
在
し
て
い
る
為
、10
年
時
点
で
は

次
世
代
自
動
車
が
自
動
車
市
場
全
体
に
占
め
る
割
合
は

１
％
程
度
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。（
表
１
）

　
今
後
次
世
代
自
動
車
が
ど
の
程
度
普
及
し
て
く
る
の
か

に
つい
て
は
、課
題
の
多
さ
も
あ
って
、調
査
機
関
に
よ
って
予

測
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ど
の
機
関
も
先
進

国
を
中
心
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
、と
い
う

共
通
認
識
は
有
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、政
府
が
10
年
に
公
表
し
た「
次
世
代
自
動
車
戦

略
2
0
1
0
」に
よ
る
と
、今
後
も
当
面
は
新
興
国
を
中
心

に
既
存
自
動
車
が
主
流
を
占
め
る
も
の
の
、次
世
代
自
動

車
も
先
進
国
を
中
心
に
普
及
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

20
年
に
は
市
場
全
体
の
２
割
弱
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
、と

い
う
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
、既
存
自
動
車
の
産
業
構
造

を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。以
下
、「
製

造
」、そ
し
て「
販
売
・
利
用
」そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
起
こ
り
得

る
構
造
変
化
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

１.「
製
造
」分
野
で
の
変
化

　
具
体
的
な
構
造
変
化
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

自
動
車
の「
製
造
」分
野
で
の
部
品
構
造
の
変
化
で
す
。

　
表
１
の「
仕
組
み
」欄
に
記
載
致
し
ま
し
た
が
、E
V
で
は

既
存
自
動
車
の
主
要
部
品
で
あ
る
エ
ン
ジ
ン
が
モ
ー
タ
ー
に

置
き
換
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、エ
ン
ジ
ン
が
不
要

に
な
る
こ
と
で
、そ
の
動
力
を
自
動
車
走
行
の
為
に
適
切
に

伝
え
る
駆
動
部
品（
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョン
等
）も
不
要
と
な

り
ま
す
。

　
逆
に
、電
池
や
モ
ー
タ
ー
、イ
ン
バ
ー
タ
等
の
電
機
・
電

子
部
品
が
エ
ン
ジ
ン
等
に
代
わ
る
重
要
な
部
品
と
な
っ

て
き
ま
す
。ま
た
、電
機
・
電
子
部
品
は
エ
ン
ジ
ン
等
に
比

べ
て
部
品
点
数
が
少
な
い
為
、自
動
車
の
部
品
点
数
も
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
部
品
構
成
の
変
化
に
よ
り
、現
在
の
自
動

車
産
業
で
構
築
さ
れ
て
い
る
、完
成
車
メ
ー
カ
ー
を
頂
点
と

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の「
す
り
あ
わ
せ
型
」取
引
構
造
か
ら
、

電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
を
外
部
の
電
機
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
調

達
す
る「
水
平
分
業
化
」が
進
む
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
図
１
）

２.「
販
売
・
利
用
」分
野
で
の
変
化

　
産
業
構
造
の
変
化
は
、「
製
造
」分
野
だ
け
に
と
ど
ま
る

こ
と
は
な
く
、自
動
車
の「
販
売
」や「
利
用
」と
いっ
た
、よ
り

幅
広
い
範
囲
に
も
発
生
し
て
、新
た
な
市
場
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
既
に
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、「
販
売
」で
は
、E
V
の
販

売
が
従
来
の
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
加
え
、一部
の
家
電
量
販
店

で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
し
て「
利

用
」に
お
い
て
も
、E
V
の
課
題（
価
格
・
航
続
距
離
等
）を
カ

バ
ー
出
来
る
よ
う
な
利
用
方
法
と
し
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

等
が
拡
大
す
る
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
る
他
、従
来
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
急
速
充
電
器
の
設
置
も
進
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
C
H
A
d
e
M
O（
チ
ャ
デ
モ
）協
議
会（
※
）の
統
計
に

よ
る
と
急
速
充
電
器
は
、６
月
1
日
現
在
で
全
国
に

6
7
0
箇
所
、九
州
に
も
63
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
、北
九
州
市
等
で
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
実
証
実
験
に
お
い
て
も
、E
V
や
P
H
E
V

が
蓄
電
や
電
力
需
給
調
整
機
能
等
を
担
う
重
要
な
構
成

要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、次
世
代
自
動
車
は

従
来
の「
人
･
モ
ノ
を
運
ぶ
」機
能
以
上
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
自
動
車
産
業
の
構
造
変
化
は
九

州
に
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、製
造
分
野
に
つい
て
で
す
が
、図
１
に
記
載
し
て
い

る
と
お
り
、九
州
で
生
産
さ
れ
て
い
る
部
品
は
車
体
等
の
大

型
部
品
が
中
心
で
、エ
ン
ジ
ン
や
駆
動
部
品
関
連
の
部
品
は

あ
ま
り
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、現
在
九
州
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
が
H
E
V
を
生
産
し

て
い
る
の
み
で
、P
H
E
V
や
E
V
は
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
生
産
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
か
ら
、九
州
の
自

動
車
製
造
分
野
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
も
低
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
逆
に
、地
場
企
業
の
中
に
は
構
造
変
化
の
動
き
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、新
た
な
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
も
存
在
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
、今
後
の
市

場
拡
大
が
期
待
出
来
る
分
野
で
の
取
り
組
み
強
化
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
材
料
・
部
品
・
製
造
装

置（
電
池
そ
の
も
の
は
装
置
産
業
で
あ
る
為
、大
手
メ
ー

カ
ー
が
強
い
）や
モ
ー
タ
ー
等
を
、こ
れ
ま
で
の
事
業
で
蓄
積

し
て
き
た
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
や
大
学
・
研
究
機
関
等
と
の
連

携
を
活
用
し
て
強
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

E
V
は
エ
ン
ジ
ン
等
が
不
要
な
為
、既
存
自
動
車
に
比
べ
て

構
造
が
単
純
で
、製
造
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

既
存
自
動
車
の
改
造
等
で
E
V
そ
の
も
の
の
製
造
に
取
り

組
む
企
業
も
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
販
売
・
利
用
の
分
野
に
お
い
て
も
、家
電
量
販
店

で
の
E
V
の
販
売
や
急
速
充
電
器
の
開
発
・
販
売
、集
客
を

図
る
為
の
充
電
器
の
設
置
等
、次
世
代
自
動
車
普
及
を
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。（
表
４
）

　
そ
の
他
、特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、政
府
の
次
世
代

自
動
車
普
及
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
あ
る「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン

構
想
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。九
州
で
は
09
年
３
月
に
第
一
期

実
施
地
域
と
し
て
長
崎
県
が
、そ
し
て
10
年
12
月
に
は
第

二
期
実
施
地
域
と
し
て
熊
本
県
と
佐
賀
県
が
選
ば
れ
て
お

り
、次
世
代
自
動
車
の
普
及
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
に
向
け
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。（
表
５
）

　　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ
り
、多
く
の
課
題
が
存
在
し
ま
す
。そ
し
て
、課
題
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、逆
に
そ
れ
だ
け
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
広

が
って
い
る
、と
言
え
ま
す
。次
世
代
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
後
様
々
な
方
向
で
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
動
き
以
外
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は

存
在
し
ま
す
。例
え
ば「
製
造
」で
は
、「
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
可
能
性
は
低
い
」と
紹
介
し
た
既
存
の
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
も
、自
社
の
既
存
技
術
を
応
用
し
、次
世
代
自
動

車
で
求
め
ら
れ
る
機
能（
軽
量
化
等
）を
満
た
せ
る
部
品
の

開
発
・
生
産
に
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、次
世
代

自
動
車
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。ま

た「
販
売
・
利
用
」に
お
い
て
も
、現
在
各
企
業
・
自
治
体
等

で
進
め
ら
れ
て
い
る
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、次
世
代
自
動
車
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
で
、日
本
全
国
、そ
し
て
世
界
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、将
来
到
来
す
る
で
あ

ろ
う
次
世
代
自
動
車
時
代
に
お
い
て
も
、「
製
造
」と「
販

売
・
利
用
」の
両
面
で
九
州
の
自
動
車
関
連
産
業
が
発
展
し

続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

もーだー

産業調査 産業調査

次世代自動車の概要と
自動車産業の構造変化の可能性

～地場企業にとって新たなビジネスチャンスとなるか～

次
世
代
自
動
車
の
概
要
と
動
向

次
世
代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う

自
動
車
産
業
構
造
変
化
の
可
能
性

九
州
へ
の
影
響

表1　既存自動車と主な次世代自動車の比較

（
花
谷 

禎
昭
）　

FFG調査月報　2010年8月号　経営情報
「注目を集めるスマートグリッドの可能性」

http://www.fukuoka-fg.com/tyosa/keiei.htm

△給油○、充電△○○
×～△○○○
△△○◎

次世代自動車

△給油○、充電△○○

◎○△×
◎○△×

ＰＨＥＶ
（プリウス等）

ＥＶ
（アイミーヴ、リーク等）

ＨＥＶ
（プリウス、インサイト等）

既存自動車（ガソリン）分     類

基本はエンジン走行。モーター走行
は補助。ブレーキ時に充電。

HEVよりモーター走行割合が多い。
外部からの充電機能が追加。

モーター走行のみ。ブレーキ時や
外部から充電。

ガソリン
タンク

エンジンモーター

電池 充電

ガソリン
タンク

エンジン

電池 電池充電

ガソリン
タンク

エンジン

給油給油給油

動力

燃料

解決すべき
課題

解決すべき
課題

モーター モーター

仕 組 み

原 油 依 存 低 減
C O２ 削 減
価 格
航 続 距 離
燃料補給インフラ
給 油・充電時間

表２　次世代自動車の現状と普及見通し

既存自動車 

次世代自動車 

　ＨＥＶ

　ＥＶ･ＰＨＥＶ

　燃料電池自動車

　クリーンディーゼル自動車

自動車生産台数（万台） 

98 .6%

1.4%

1.4%

0.02%

わずか

わずか

6,882 

2020年（見通し）2010年（見込み）

（出所）冨士キメラ総研プレスリリース及び経済産業省「次世代自動車戦略2010」
（※）2020年の見通しについては「政府目標」ではなく「民間努力ケース」を採用

80％以上

20％未満

10～15％

5～10％

わずか

わずか

10,600 

九州等島広・東関・部中

九州は高機能部品（エンジン、
駆動関連、電装品）を域外から輸送

九州では輸送コストのかかる車体
部品や大物部品を生産

⇒電気自動車においても必要

完成車
メーカー

一次部品メーカー

二次・三次
部品メーカー

既存自動車
部品点数約30,000

電気自動車
部品点数約19,000

電池・モーター･
インバータ・半導体

エンジン系･
駆動部品等

電動化率

【必要とされる部品の変化】

車体部品等については大きく変わらず

既存 ＨＥＶ ＰＨＥＶ ＥＶ

リチウムイオン電池
・モーターメーカー
（＝電機メーカー）

進出企業中心
約360事業所

地場企業中心
約340事業所

既存部品メーカーもコスト削
減・軽量化等がより求められる
⇒対応できれば地場企業にも取
引拡大のチャンス

二次・三次部品メーカー
基盤技術（鋳造、メッキ、塗装、熱処理、プレス等）を活用した部品生産

一次部品メーカー
高付加価値部品生産／完成車メーカーと共同開発

完成車メーカー

ＥＶ化に伴い、リチウムイオン電池や
モーターを生産するメーカー（主に電
機メーカー）が重要なプレーヤーに

表４　地場企業による取り組みの例

（出所）公表資料及び各社HPを基にふくおかフィナンシャルグループ作成

自動車
部品

電池
関連

EV製造

販売

利用

製
造

販
売
・
利
用

（株）安川電機

（株）明和製作所

（株）三井ハイテック

（株）日鉄エレックス

（株）西部技研

（株）筑水キャニコム

（株）ベスト電器

（株）キューキ

（株）ヘッズ
九州旅客鉄道（株）
（株）駅レンタカー九州

モータ・駆動部品・急速充電器等開発

EV向けモーター開発

HEVのモーター部品

リチウムイオン電池生産ライン

リチウムイオン電池等の生産設備（除湿機）

電動四輪バイクを開発・発売

EVを展示販売

急速充電器販売

非接触型の充電器開発

久留米駅・熊本駅に充電スタンド整備

概 要企業名分野

表5　各県の取り組みの概要

（出所）経済産業省「EV・PHV情報プラットフォーム」　（※）経済産業省ではPHEVのことをPHVと表現している

長 崎

熊 本

佐 賀

詳細は「EV・PHV情報プラットフォーム」のHPを参照下さい
http://www.meti.go.jp/policy/automobile/evphv/index.html

「未来型ドライブ観光」の実現を目指して五島地域にて急速充
電器の設置を進めるとともに、次世代型カーナビITS（高度道路
交通システム）を搭載したEV等をレンタカーとして導入し、「長
崎EV＆ITS（エビッツ）プロジェクト」を推進

ホンダと連携し、「世代を通じた低炭素社会にふさわしい、
地域における次世代モビリティ社会モデル構築」を目標に
掲げ、EV・PHVや電動バイク等の次世代モビリティの普及
を進める

「ゼロエミッション社会の実現」をテーマに、ファミリーマー
ト等と提携して24時間充電可能な急速充電器の「24H・EV
ユビキタスネットワーク」の整備などを進め、「環境未来ゾー
ン」の構築を目指す

図１　自動車製造分野での構造変化のイメージ

表3　急速充電器設置状況（2011/6/1時点）

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

九 州 計

全 国

15

10

14

7

6

4

7

63

670

設置数

（出所）CHAdeMO　協議会
（※）CHAdeMO 協議会：急速充電器の設置推進を図ること等
を目的に、大手自動車メーカー等が中心となって10年3月に設立
された団体。ちなみに、もっとも設置が進んでいるのは神奈川県
（86件）

（出所）財団法人九州経済調査協会「九州産業読本」等を基にふくおかフィナンシャルグループ作成

全国比

2.2％

1.5％

2.1％

1.0％

0.9％

0.6％

1.0％

9.4％

（出所）各種資料を基にふくおかファイナンシャルグループ作成

ふくおかフィナンシャルグループでも次世代自動車の導入を行っています

充電 充電 充電
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最
近
、「
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
各
国
の
環
境
規
制

厳
格
化（
CO2
削
減
の
必
要
性
）」や「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

（
原
油
依
存
度
の
低
下
の
必
要
性
）」への
対
応
策
と
し
て
、

そ
し
て「
電
池
の
性
能
向
上
」と
いっ
た
要
因
に
よ
り
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車（H

E
V

：H
y
b
r
id

 

E
le
c
t
r
ic  

V
e
h
ic
le

）や
電
気
自
動
車（E

V

：E
le
c
t
r
ic  

V
eh
ic
le

）等
の
い
わ
ゆ
る
次
世
代
自
動
車
の
存
在
感
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V
に
は
航
続

距
離
や
充
電
イ
ン
フ
ラ
、そ
し
て
価
格
面
等
で
の
課
題
は
あ

る
も
の
の
、東
日
本
大
震
災
以
降
に
注
目
度
が
更
に
高
ま
っ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
構
成
す
る
重
要
な
存
在
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
普
及
拡
大
は
確

実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
次
世
代
自
動
車
の
普

及
は
、従
来
の
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
全

体
に
も
大
き
な
構
造
変
化
を
生
じ
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、次
世
代
自
動
車
の
概

要
や
そ
の
動
向
を
紹
介
し
た
上
で
、次
世

代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う
産
業
構
造
の

変
化
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　
な
お
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
概
要
に
つ

い
て
は
、F
F
G
調
査
月
報
2
0
1
0
年

８
月
号「
経
営
情
報
」に
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、あ
わ
せ
て
ご
参
照
下
さ
い
。

　
次
世
代
自
動
車
と
は
、前
述
の
H
E
V
や
E
V
に
加
え
、

そ
の
中
間
的
な
存
在
で
あ
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車（P

H
E
V

：Plug
-in  H

ybrid  E
lectric  

Vehicle

）や
燃
料
電
池
自
動
車
等
、ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
と

いっ
た
化
石
燃
料
の
使
用
を
低
減
、も
し
く
は
ゼ
ロ
に
す
る

自
動
車
で
す
。2
0
0
9
年
に
プ
リ
ウ
ス
、イ
ン
サ
イ
ト
と

いっ
た
H
E
V
の
販
売
が
急
拡
大
し
た
こ
と
に
加
え
、10
年

に
はi-M

iEV

（
ア
イ
ミ
ー
ヴ
）やL

E
A
F

（
リ
ー
フ
）等

の
E
V
が
本
格
的
に
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、次
世
代

自
動
車
の
存
在
感
は
急
激
に
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
自
動
車
は
、日
本
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ
カ
、欧

州
、中
国
等
で
も
普
及
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V

に
は
既
存
自
動
車
と
比
べ
て「
高
価
格（
電
池
が
高
価

格
）」、「
短
い
航
続
距
離（
電
池
容
量
が
依
然
不
十
分
）」、

「
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
未
充
足
」、「
充
電
時
間
の
長
さ
」等
、克

服
す
べ
き
課
題
が
多
々
存
在
し
て
い
る
為
、10
年
時
点
で
は

次
世
代
自
動
車
が
自
動
車
市
場
全
体
に
占
め
る
割
合
は

１
％
程
度
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。（
表
１
）

　
今
後
次
世
代
自
動
車
が
ど
の
程
度
普
及
し
て
く
る
の
か

に
つい
て
は
、課
題
の
多
さ
も
あ
って
、調
査
機
関
に
よ
って
予

測
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ど
の
機
関
も
先
進

国
を
中
心
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
、と
い
う

共
通
認
識
は
有
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、政
府
が
10
年
に
公
表
し
た「
次
世
代
自
動
車
戦

略
2
0
1
0
」に
よ
る
と
、今
後
も
当
面
は
新
興
国
を
中
心

に
既
存
自
動
車
が
主
流
を
占
め
る
も
の
の
、次
世
代
自
動

車
も
先
進
国
を
中
心
に
普
及
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

20
年
に
は
市
場
全
体
の
２
割
弱
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
、と

い
う
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
、既
存
自
動
車
の
産
業
構
造

を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。以
下
、「
製

造
」、そ
し
て「
販
売
・
利
用
」そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
起
こ
り
得

る
構
造
変
化
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

１.「
製
造
」分
野
で
の
変
化

　
具
体
的
な
構
造
変
化
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

自
動
車
の「
製
造
」分
野
で
の
部
品
構
造
の
変
化
で
す
。

　
表
１
の「
仕
組
み
」欄
に
記
載
致
し
ま
し
た
が
、E
V
で
は

既
存
自
動
車
の
主
要
部
品
で
あ
る
エ
ン
ジ
ン
が
モ
ー
タ
ー
に

置
き
換
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、エ
ン
ジ
ン
が
不
要

に
な
る
こ
と
で
、そ
の
動
力
を
自
動
車
走
行
の
為
に
適
切
に

伝
え
る
駆
動
部
品（
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョン
等
）も
不
要
と
な

り
ま
す
。

　
逆
に
、電
池
や
モ
ー
タ
ー
、イ
ン
バ
ー
タ
等
の
電
機
・
電

子
部
品
が
エ
ン
ジ
ン
等
に
代
わ
る
重
要
な
部
品
と
な
っ

て
き
ま
す
。ま
た
、電
機
・
電
子
部
品
は
エ
ン
ジ
ン
等
に
比

べ
て
部
品
点
数
が
少
な
い
為
、自
動
車
の
部
品
点
数
も
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
部
品
構
成
の
変
化
に
よ
り
、現
在
の
自
動

車
産
業
で
構
築
さ
れ
て
い
る
、完
成
車
メ
ー
カ
ー
を
頂
点
と

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の「
す
り
あ
わ
せ
型
」取
引
構
造
か
ら
、

電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
を
外
部
の
電
機
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
調

達
す
る「
水
平
分
業
化
」が
進
む
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
図
１
）

２.「
販
売
・
利
用
」分
野
で
の
変
化

　
産
業
構
造
の
変
化
は
、「
製
造
」分
野
だ
け
に
と
ど
ま
る

こ
と
は
な
く
、自
動
車
の「
販
売
」や「
利
用
」と
いっ
た
、よ
り

幅
広
い
範
囲
に
も
発
生
し
て
、新
た
な
市
場
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
既
に
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、「
販
売
」で
は
、E
V
の
販

売
が
従
来
の
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
加
え
、一部
の
家
電
量
販
店

で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
し
て「
利

用
」に
お
い
て
も
、E
V
の
課
題（
価
格
・
航
続
距
離
等
）を
カ

バ
ー
出
来
る
よ
う
な
利
用
方
法
と
し
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

等
が
拡
大
す
る
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
る
他
、従
来
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
急
速
充
電
器
の
設
置
も
進
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
C
H
A
d
e
M
O（
チ
ャ
デ
モ
）協
議
会（
※
）の
統
計
に

よ
る
と
急
速
充
電
器
は
、６
月
1
日
現
在
で
全
国
に

6
7
0
箇
所
、九
州
に
も
63
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
、北
九
州
市
等
で
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
実
証
実
験
に
お
い
て
も
、E
V
や
P
H
E
V

が
蓄
電
や
電
力
需
給
調
整
機
能
等
を
担
う
重
要
な
構
成

要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、次
世
代
自
動
車
は

従
来
の「
人
･
モ
ノ
を
運
ぶ
」機
能
以
上
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
自
動
車
産
業
の
構
造
変
化
は
九

州
に
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、製
造
分
野
に
つい
て
で
す
が
、図
１
に
記
載
し
て
い

る
と
お
り
、九
州
で
生
産
さ
れ
て
い
る
部
品
は
車
体
等
の
大

型
部
品
が
中
心
で
、エ
ン
ジ
ン
や
駆
動
部
品
関
連
の
部
品
は

あ
ま
り
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、現
在
九
州
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
が
H
E
V
を
生
産
し

て
い
る
の
み
で
、P
H
E
V
や
E
V
は
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
生
産
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
か
ら
、九
州
の
自

動
車
製
造
分
野
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
も
低
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
逆
に
、地
場
企
業
の
中
に
は
構
造
変
化
の
動
き
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、新
た
な
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
も
存
在
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
、今
後
の
市

場
拡
大
が
期
待
出
来
る
分
野
で
の
取
り
組
み
強
化
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
材
料
・
部
品
・
製
造
装

置（
電
池
そ
の
も
の
は
装
置
産
業
で
あ
る
為
、大
手
メ
ー

カ
ー
が
強
い
）や
モ
ー
タ
ー
等
を
、こ
れ
ま
で
の
事
業
で
蓄
積

し
て
き
た
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
や
大
学
・
研
究
機
関
等
と
の
連

携
を
活
用
し
て
強
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

E
V
は
エ
ン
ジ
ン
等
が
不
要
な
為
、既
存
自
動
車
に
比
べ
て

構
造
が
単
純
で
、製
造
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

既
存
自
動
車
の
改
造
等
で
E
V
そ
の
も
の
の
製
造
に
取
り

組
む
企
業
も
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
販
売
・
利
用
の
分
野
に
お
い
て
も
、家
電
量
販
店

で
の
E
V
の
販
売
や
急
速
充
電
器
の
開
発
・
販
売
、集
客
を

図
る
為
の
充
電
器
の
設
置
等
、次
世
代
自
動
車
普
及
を
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。（
表
４
）

　
そ
の
他
、特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、政
府
の
次
世
代

自
動
車
普
及
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
あ
る「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン

構
想
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。九
州
で
は
09
年
３
月
に
第
一
期

実
施
地
域
と
し
て
長
崎
県
が
、そ
し
て
10
年
12
月
に
は
第

二
期
実
施
地
域
と
し
て
熊
本
県
と
佐
賀
県
が
選
ば
れ
て
お

り
、次
世
代
自
動
車
の
普
及
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
に
向
け
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。（
表
５
）

　　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ
り
、多
く
の
課
題
が
存
在
し
ま
す
。そ
し
て
、課
題
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、逆
に
そ
れ
だ
け
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
広

が
って
い
る
、と
言
え
ま
す
。次
世
代
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
後
様
々
な
方
向
で
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
動
き
以
外
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は

存
在
し
ま
す
。例
え
ば「
製
造
」で
は
、「
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
可
能
性
は
低
い
」と
紹
介
し
た
既
存
の
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
も
、自
社
の
既
存
技
術
を
応
用
し
、次
世
代
自
動

車
で
求
め
ら
れ
る
機
能（
軽
量
化
等
）を
満
た
せ
る
部
品
の

開
発
・
生
産
に
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、次
世
代

自
動
車
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。ま

た「
販
売
・
利
用
」に
お
い
て
も
、現
在
各
企
業
・
自
治
体
等

で
進
め
ら
れ
て
い
る
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、次
世
代
自
動
車
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
で
、日
本
全
国
、そ
し
て
世
界
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、将
来
到
来
す
る
で
あ

ろ
う
次
世
代
自
動
車
時
代
に
お
い
て
も
、「
製
造
」と「
販

売
・
利
用
」の
両
面
で
九
州
の
自
動
車
関
連
産
業
が
発
展
し

続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

もーだー

産業調査 産業調査

次世代自動車の概要と
自動車産業の構造変化の可能性

～地場企業にとって新たなビジネスチャンスとなるか～

次
世
代
自
動
車
の
概
要
と
動
向

次
世
代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う

自
動
車
産
業
構
造
変
化
の
可
能
性

九
州
へ
の
影
響

表1　既存自動車と主な次世代自動車の比較

（
花
谷 

禎
昭
）　

FFG調査月報　2010年8月号　経営情報
「注目を集めるスマートグリッドの可能性」

http://www.fukuoka-fg.com/tyosa/keiei.htm

△給油○、充電△○○
×～△○○○
△△○◎

次世代自動車

△給油○、充電△○○

◎○△×
◎○△×

ＰＨＥＶ
（プリウス等）

ＥＶ
（アイミーヴ、リーク等）

ＨＥＶ
（プリウス、インサイト等）

既存自動車（ガソリン）分     類

基本はエンジン走行。モーター走行
は補助。ブレーキ時に充電。

HEVよりモーター走行割合が多い。
外部からの充電機能が追加。

モーター走行のみ。ブレーキ時や
外部から充電。

ガソリン
タンク

エンジンモーター

電池 充電

ガソリン
タンク

エンジン

電池 電池充電

ガソリン
タンク

エンジン

給油給油給油

動力

燃料

解決すべき
課題

解決すべき
課題

モーター モーター

仕 組 み

原 油 依 存 低 減
C O２ 削 減
価 格
航 続 距 離
燃料補給インフラ
給 油・充電時間

表２　次世代自動車の現状と普及見通し

既存自動車 

次世代自動車 

　ＨＥＶ

　ＥＶ･ＰＨＥＶ

　燃料電池自動車

　クリーンディーゼル自動車

自動車生産台数（万台） 

98 .6%

1.4%

1.4%

0.02%

わずか

わずか

6,882 

2020年（見通し）2010年（見込み）

（出所）冨士キメラ総研プレスリリース及び経済産業省「次世代自動車戦略2010」
（※）2020年の見通しについては「政府目標」ではなく「民間努力ケース」を採用

80％以上

20％未満

10～15％

5～10％

わずか

わずか

10,600 

九州等島広・東関・部中

九州は高機能部品（エンジン、
駆動関連、電装品）を域外から輸送

九州では輸送コストのかかる車体
部品や大物部品を生産

⇒電気自動車においても必要

完成車
メーカー

一次部品メーカー

二次・三次
部品メーカー

既存自動車
部品点数約30,000

電気自動車
部品点数約19,000

電池・モーター･
インバータ・半導体

エンジン系･
駆動部品等

電動化率

【必要とされる部品の変化】

車体部品等については大きく変わらず

既存 ＨＥＶ ＰＨＥＶ ＥＶ

リチウムイオン電池
・モーターメーカー
（＝電機メーカー）

進出企業中心
約360事業所

地場企業中心
約340事業所

既存部品メーカーもコスト削
減・軽量化等がより求められる
⇒対応できれば地場企業にも取
引拡大のチャンス

二次・三次部品メーカー
基盤技術（鋳造、メッキ、塗装、熱処理、プレス等）を活用した部品生産

一次部品メーカー
高付加価値部品生産／完成車メーカーと共同開発

完成車メーカー

ＥＶ化に伴い、リチウムイオン電池や
モーターを生産するメーカー（主に電
機メーカー）が重要なプレーヤーに

表４　地場企業による取り組みの例

（出所）公表資料及び各社HPを基にふくおかフィナンシャルグループ作成

自動車
部品

電池
関連

EV製造

販売

利用

製
造

販
売
・
利
用

（株）安川電機

（株）明和製作所

（株）三井ハイテック

（株）日鉄エレックス

（株）西部技研

（株）筑水キャニコム

（株）ベスト電器

（株）キューキ

（株）ヘッズ
九州旅客鉄道（株）
（株）駅レンタカー九州

モータ・駆動部品・急速充電器等開発

EV向けモーター開発

HEVのモーター部品

リチウムイオン電池生産ライン

リチウムイオン電池等の生産設備（除湿機）

電動四輪バイクを開発・発売

EVを展示販売

急速充電器販売

非接触型の充電器開発

久留米駅・熊本駅に充電スタンド整備

概 要企業名分野

表5　各県の取り組みの概要

（出所）経済産業省「EV・PHV情報プラットフォーム」　（※）経済産業省ではPHEVのことをPHVと表現している

長 崎

熊 本

佐 賀

詳細は「EV・PHV情報プラットフォーム」のHPを参照下さい
http://www.meti.go.jp/policy/automobile/evphv/index.html

「未来型ドライブ観光」の実現を目指して五島地域にて急速充
電器の設置を進めるとともに、次世代型カーナビITS（高度道路
交通システム）を搭載したEV等をレンタカーとして導入し、「長
崎EV＆ITS（エビッツ）プロジェクト」を推進

ホンダと連携し、「世代を通じた低炭素社会にふさわしい、
地域における次世代モビリティ社会モデル構築」を目標に
掲げ、EV・PHVや電動バイク等の次世代モビリティの普及
を進める

「ゼロエミッション社会の実現」をテーマに、ファミリーマー
ト等と提携して24時間充電可能な急速充電器の「24H・EV
ユビキタスネットワーク」の整備などを進め、「環境未来ゾー
ン」の構築を目指す

図１　自動車製造分野での構造変化のイメージ

表3　急速充電器設置状況（2011/6/1時点）

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

九 州 計

全 国

15

10

14

7

6

4

7

63

670

設置数

（出所）CHAdeMO　協議会
（※）CHAdeMO 協議会：急速充電器の設置推進を図ること等
を目的に、大手自動車メーカー等が中心となって10年3月に設立
された団体。ちなみに、もっとも設置が進んでいるのは神奈川県
（86件）

（出所）財団法人九州経済調査協会「九州産業読本」等を基にふくおかフィナンシャルグループ作成

全国比

2.2％

1.5％

2.1％

1.0％

0.9％

0.6％

1.0％

9.4％

（出所）各種資料を基にふくおかファイナンシャルグループ作成

ふくおかフィナンシャルグループでも次世代自動車の導入を行っています

充電 充電 充電
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最
近
、「
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
各
国
の
環
境
規
制

厳
格
化（
CO2
削
減
の
必
要
性
）」や「
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

（
原
油
依
存
度
の
低
下
の
必
要
性
）」への
対
応
策
と
し
て
、

そ
し
て「
電
池
の
性
能
向
上
」と
いっ
た
要
因
に
よ
り
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車（H

E
V

：H
y
b
r
id

 

E
le
c
t
r
ic  

V
e
h
ic
le

）や
電
気
自
動
車（E

V

：E
le
c
t
r
ic  

V
eh
ic
le

）等
の
い
わ
ゆ
る
次
世
代
自
動
車
の
存
在
感
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V
に
は
航
続

距
離
や
充
電
イ
ン
フ
ラ
、そ
し
て
価
格
面
等
で
の
課
題
は
あ

る
も
の
の
、東
日
本
大
震
災
以
降
に
注
目
度
が
更
に
高
ま
っ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
構
成
す
る
重
要
な
存
在
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
普
及
拡
大
は
確

実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、こ
れ
ら
次
世
代
自
動
車
の
普

及
は
、従
来
の
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
全

体
に
も
大
き
な
構
造
変
化
を
生
じ
さ
せ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、次
世
代
自
動
車
の
概

要
や
そ
の
動
向
を
紹
介
し
た
上
で
、次
世

代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う
産
業
構
造
の

変
化
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能
性
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　
な
お
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
概
要
に
つ

い
て
は
、F
F
G
調
査
月
報
2
0
1
0
年

８
月
号「
経
営
情
報
」に
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
の
で
、あ
わ
せ
て
ご
参
照
下
さ
い
。

　
次
世
代
自
動
車
と
は
、前
述
の
H
E
V
や
E
V
に
加
え
、

そ
の
中
間
的
な
存
在
で
あ
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車（P

H
E
V

：Plug
-in  H

ybrid  E
lectric  

Vehicle

）や
燃
料
電
池
自
動
車
等
、ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
と

いっ
た
化
石
燃
料
の
使
用
を
低
減
、も
し
く
は
ゼ
ロ
に
す
る

自
動
車
で
す
。2
0
0
9
年
に
プ
リ
ウ
ス
、イ
ン
サ
イ
ト
と

いっ
た
H
E
V
の
販
売
が
急
拡
大
し
た
こ
と
に
加
え
、10
年

に
はi-M

iEV

（
ア
イ
ミ
ー
ヴ
）やL

E
A
F

（
リ
ー
フ
）等

の
E
V
が
本
格
的
に
市
販
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、次
世
代

自
動
車
の
存
在
感
は
急
激
に
高
ま
って
き
て
い
ま
す
。

　
次
世
代
自
動
車
は
、日
本
だ
け
で
な
く
、ア
メ
リ
カ
、欧

州
、中
国
等
で
も
普
及
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、次
世
代
自
動
車
、特
に
E
V

に
は
既
存
自
動
車
と
比
べ
て「
高
価
格（
電
池
が
高
価

格
）」、「
短
い
航
続
距
離（
電
池
容
量
が
依
然
不
十
分
）」、

「
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
未
充
足
」、「
充
電
時
間
の
長
さ
」等
、克

服
す
べ
き
課
題
が
多
々
存
在
し
て
い
る
為
、10
年
時
点
で
は

次
世
代
自
動
車
が
自
動
車
市
場
全
体
に
占
め
る
割
合
は

１
％
程
度
に
と
ど
ま
って
い
ま
す
。（
表
１
）

　
今
後
次
世
代
自
動
車
が
ど
の
程
度
普
及
し
て
く
る
の
か

に
つい
て
は
、課
題
の
多
さ
も
あ
って
、調
査
機
関
に
よ
って
予

測
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、ど
の
機
関
も
先
進

国
を
中
心
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
、と
い
う

共
通
認
識
は
有
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、政
府
が
10
年
に
公
表
し
た「
次
世
代
自
動
車
戦

略
2
0
1
0
」に
よ
る
と
、今
後
も
当
面
は
新
興
国
を
中
心

に
既
存
自
動
車
が
主
流
を
占
め
る
も
の
の
、次
世
代
自
動

車
も
先
進
国
を
中
心
に
普
及
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

20
年
に
は
市
場
全
体
の
２
割
弱
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
、と

い
う
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
、既
存
自
動
車
の
産
業
構
造

を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。以
下
、「
製

造
」、そ
し
て「
販
売
・
利
用
」そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
起
こ
り
得

る
構
造
変
化
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

１.「
製
造
」分
野
で
の
変
化

　
具
体
的
な
構
造
変
化
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、

自
動
車
の「
製
造
」分
野
で
の
部
品
構
造
の
変
化
で
す
。

　
表
１
の「
仕
組
み
」欄
に
記
載
致
し
ま
し
た
が
、E
V
で
は

既
存
自
動
車
の
主
要
部
品
で
あ
る
エ
ン
ジ
ン
が
モ
ー
タ
ー
に

置
き
換
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
し
て
、エ
ン
ジ
ン
が
不
要

に
な
る
こ
と
で
、そ
の
動
力
を
自
動
車
走
行
の
為
に
適
切
に

伝
え
る
駆
動
部
品（
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョン
等
）も
不
要
と
な

り
ま
す
。

　
逆
に
、電
池
や
モ
ー
タ
ー
、イ
ン
バ
ー
タ
等
の
電
機
・
電

子
部
品
が
エ
ン
ジ
ン
等
に
代
わ
る
重
要
な
部
品
と
な
っ

て
き
ま
す
。ま
た
、電
機
・
電
子
部
品
は
エ
ン
ジ
ン
等
に
比

べ
て
部
品
点
数
が
少
な
い
為
、自
動
車
の
部
品
点
数
も
大

き
く
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
部
品
構
成
の
変
化
に
よ
り
、現
在
の
自
動

車
産
業
で
構
築
さ
れ
て
い
る
、完
成
車
メ
ー
カ
ー
を
頂
点
と

し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の「
す
り
あ
わ
せ
型
」取
引
構
造
か
ら
、

電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
を
外
部
の
電
機
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
調

達
す
る「
水
平
分
業
化
」が
進
む
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

（
図
１
）

２.「
販
売
・
利
用
」分
野
で
の
変
化

　
産
業
構
造
の
変
化
は
、「
製
造
」分
野
だ
け
に
と
ど
ま
る

こ
と
は
な
く
、自
動
車
の「
販
売
」や「
利
用
」と
いっ
た
、よ
り

幅
広
い
範
囲
に
も
発
生
し
て
、新
た
な
市
場
が
生
ま
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
既
に
具
体
的
な
動
き
と
し
て
、「
販
売
」で
は
、E
V
の
販

売
が
従
来
の
カ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
加
え
、一部
の
家
電
量
販
店

で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。そ
し
て「
利

用
」に
お
い
て
も
、E
V
の
課
題（
価
格
・
航
続
距
離
等
）を
カ

バ
ー
出
来
る
よ
う
な
利
用
方
法
と
し
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

等
が
拡
大
す
る
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
る
他
、従
来
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
の
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
急
速
充
電
器
の
設
置
も
進
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　

　
C
H
A
d
e
M
O（
チ
ャ
デ
モ
）協
議
会（
※
）の
統
計
に

よ
る
と
急
速
充
電
器
は
、６
月
1
日
現
在
で
全
国
に

6
7
0
箇
所
、九
州
に
も
63
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
表
３
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
の
他
、北
九
州
市
等
で
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
の
実
証
実
験
に
お
い
て
も
、E
V
や
P
H
E
V

が
蓄
電
や
電
力
需
給
調
整
機
能
等
を
担
う
重
要
な
構
成

要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、次
世
代
自
動
車
は

従
来
の「
人
･
モ
ノ
を
運
ぶ
」機
能
以
上
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
自
動
車
産
業
の
構
造
変
化
は
九

州
に
ど
の
よ
う
な
形
で
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、製
造
分
野
に
つい
て
で
す
が
、図
１
に
記
載
し
て
い

る
と
お
り
、九
州
で
生
産
さ
れ
て
い
る
部
品
は
車
体
等
の
大

型
部
品
が
中
心
で
、エ
ン
ジ
ン
や
駆
動
部
品
関
連
の
部
品
は

あ
ま
り
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、現
在
九
州
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
で
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
が
H
E
V
を
生
産
し

て
い
る
の
み
で
、P
H
E
V
や
E
V
は
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
も
生
産
さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
こ
と
か
ら
、九
州
の
自

動
車
製
造
分
野
に
大
き
な
影
響
が
及
ぶ
可
能
性
も
低
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
逆
に
、地
場
企
業
の
中
に
は
構
造
変
化
の
動
き
を
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、新
た
な
市
場
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
も
存
在
し
て
い
ま
す
。具
体
的
な
動
き
と
し
て
は
、

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
モ
ー
タ
ー
等
、今
後
の
市

場
拡
大
が
期
待
出
来
る
分
野
で
の
取
り
組
み
強
化
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
材
料
・
部
品
・
製
造
装

置（
電
池
そ
の
も
の
は
装
置
産
業
で
あ
る
為
、大
手
メ
ー

カ
ー
が
強
い
）や
モ
ー
タ
ー
等
を
、こ
れ
ま
で
の
事
業
で
蓄
積

し
て
き
た
技
術
・ノ
ウ
ハ
ウ
や
大
学
・
研
究
機
関
等
と
の
連

携
を
活
用
し
て
強
化
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

E
V
は
エ
ン
ジ
ン
等
が
不
要
な
為
、既
存
自
動
車
に
比
べ
て

構
造
が
単
純
で
、製
造
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

既
存
自
動
車
の
改
造
等
で
E
V
そ
の
も
の
の
製
造
に
取
り

組
む
企
業
も
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
販
売
・
利
用
の
分
野
に
お
い
て
も
、家
電
量
販
店

で
の
E
V
の
販
売
や
急
速
充
電
器
の
開
発
・
販
売
、集
客
を

図
る
為
の
充
電
器
の
設
置
等
、次
世
代
自
動
車
普
及
を
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。（
表
４
）

　
そ
の
他
、特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、政
府
の
次
世
代

自
動
車
普
及
プ
ロ
ジ
ェク
ト
で
あ
る「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン

構
想
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。九
州
で
は
09
年
３
月
に
第
一
期

実
施
地
域
と
し
て
長
崎
県
が
、そ
し
て
10
年
12
月
に
は
第

二
期
実
施
地
域
と
し
て
熊
本
県
と
佐
賀
県
が
選
ば
れ
て
お

り
、次
世
代
自
動
車
の
普
及
や
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

構
築
に
向
け
、そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。（
表
５
）

　　
次
世
代
自
動
車
の
普
及
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ
り
、多
く
の
課
題
が
存
在
し
ま
す
。そ
し
て
、課
題
が
多

い
と
い
う
こ
と
は
、逆
に
そ
れ
だ
け
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
広

が
って
い
る
、と
言
え
ま
す
。次
世
代
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

は
今
後
様
々
な
方
向
で
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
本
稿
で
紹
介
し
た
動
き
以
外
に
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は

存
在
し
ま
す
。例
え
ば「
製
造
」で
は
、「
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
可
能
性
は
低
い
」と
紹
介
し
た
既
存
の
自
動
車
部
品

メ
ー
カ
ー
も
、自
社
の
既
存
技
術
を
応
用
し
、次
世
代
自
動

車
で
求
め
ら
れ
る
機
能（
軽
量
化
等
）を
満
た
せ
る
部
品
の

開
発
・
生
産
に
早
期
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
、次
世
代

自
動
車
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
が
期
待
出
来
ま
す
。ま

た「
販
売
・
利
用
」に
お
い
て
も
、現
在
各
企
業
・
自
治
体
等

で
進
め
ら
れ
て
い
る
普
及
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
通

し
て
、次
世
代
自
動
車
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
で
、日
本
全
国
、そ
し
て
世
界
で

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
出
来
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、将
来
到
来
す
る
で
あ

ろ
う
次
世
代
自
動
車
時
代
に
お
い
て
も
、「
製
造
」と「
販

売
・
利
用
」の
両
面
で
九
州
の
自
動
車
関
連
産
業
が
発
展
し

続
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

もーだー

産業調査 産業調査

次世代自動車の概要と
自動車産業の構造変化の可能性

～地場企業にとって新たなビジネスチャンスとなるか～

次
世
代
自
動
車
の
概
要
と
動
向

次
世
代
自
動
車
の
普
及
に
伴
う

自
動
車
産
業
構
造
変
化
の
可
能
性

九
州
へ
の
影
響

表1　既存自動車と主な次世代自動車の比較

（
花
谷 

禎
昭
）　
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△給油○、充電△○○
×～△○○○
△△○◎

次世代自動車

△給油○、充電△○○

◎○△×
◎○△×

ＰＨＥＶ
（プリウス等）

ＥＶ
（アイミーヴ、リーク等）

ＨＥＶ
（プリウス、インサイト等）

既存自動車（ガソリン）分     類

基本はエンジン走行。モーター走行
は補助。ブレーキ時に充電。

HEVよりモーター走行割合が多い。
外部からの充電機能が追加。

モーター走行のみ。ブレーキ時や
外部から充電。

ガソリン
タンク

エンジンモーター

電池 充電

ガソリン
タンク

エンジン

電池 電池充電

ガソリン
タンク

エンジン

給油給油給油

動力

燃料

解決すべき
課題

解決すべき
課題

モーター モーター

仕 組 み

原 油 依 存 低 減
C O２ 削 減
価 格
航 続 距 離
燃料補給インフラ
給 油・充電時間

表２　次世代自動車の現状と普及見通し

既存自動車 

次世代自動車 

　ＨＥＶ

　ＥＶ･ＰＨＥＶ

　燃料電池自動車

　クリーンディーゼル自動車

自動車生産台数（万台） 

98 .6%

1.4%

1.4%

0.02%

わずか

わずか

6,882 

2020年（見通し）2010年（見込み）

（出所）冨士キメラ総研プレスリリース及び経済産業省「次世代自動車戦略2010」
（※）2020年の見通しについては「政府目標」ではなく「民間努力ケース」を採用

80％以上

20％未満

10～15％

5～10％

わずか

わずか

10,600 

九州等島広・東関・部中

九州は高機能部品（エンジン、
駆動関連、電装品）を域外から輸送

九州では輸送コストのかかる車体
部品や大物部品を生産

⇒電気自動車においても必要

完成車
メーカー

一次部品メーカー

二次・三次
部品メーカー

既存自動車
部品点数約30,000

電気自動車
部品点数約19,000

電池・モーター･
インバータ・半導体

エンジン系･
駆動部品等

電動化率

【必要とされる部品の変化】

車体部品等については大きく変わらず

既存 ＨＥＶ ＰＨＥＶ ＥＶ

リチウムイオン電池
・モーターメーカー
（＝電機メーカー）

進出企業中心
約360事業所

地場企業中心
約340事業所

既存部品メーカーもコスト削
減・軽量化等がより求められる
⇒対応できれば地場企業にも取
引拡大のチャンス

二次・三次部品メーカー
基盤技術（鋳造、メッキ、塗装、熱処理、プレス等）を活用した部品生産

一次部品メーカー
高付加価値部品生産／完成車メーカーと共同開発

完成車メーカー

ＥＶ化に伴い、リチウムイオン電池や
モーターを生産するメーカー（主に電
機メーカー）が重要なプレーヤーに

表４　地場企業による取り組みの例

（出所）公表資料及び各社HPを基にふくおかフィナンシャルグループ作成

自動車
部品

電池
関連

EV製造

販売

利用

製
造

販
売
・
利
用

（株）安川電機

（株）明和製作所

（株）三井ハイテック

（株）日鉄エレックス

（株）西部技研

（株）筑水キャニコム

（株）ベスト電器

（株）キューキ

（株）ヘッズ
九州旅客鉄道（株）
（株）駅レンタカー九州

モータ・駆動部品・急速充電器等開発

EV向けモーター開発

HEVのモーター部品

リチウムイオン電池生産ライン

リチウムイオン電池等の生産設備（除湿機）

電動四輪バイクを開発・発売

EVを展示販売

急速充電器販売

非接触型の充電器開発

久留米駅・熊本駅に充電スタンド整備

概 要企業名分野

表5　各県の取り組みの概要

（出所）経済産業省「EV・PHV情報プラットフォーム」　（※）経済産業省ではPHEVのことをPHVと表現している

長 崎

熊 本

佐 賀

詳細は「EV・PHV情報プラットフォーム」のHPを参照下さい
http://www.meti.go.jp/policy/automobile/evphv/index.html

「未来型ドライブ観光」の実現を目指して五島地域にて急速充
電器の設置を進めるとともに、次世代型カーナビITS（高度道路
交通システム）を搭載したEV等をレンタカーとして導入し、「長
崎EV＆ITS（エビッツ）プロジェクト」を推進

ホンダと連携し、「世代を通じた低炭素社会にふさわしい、
地域における次世代モビリティ社会モデル構築」を目標に
掲げ、EV・PHVや電動バイク等の次世代モビリティの普及
を進める

「ゼロエミッション社会の実現」をテーマに、ファミリーマー
ト等と提携して24時間充電可能な急速充電器の「24H・EV
ユビキタスネットワーク」の整備などを進め、「環境未来ゾー
ン」の構築を目指す

図１　自動車製造分野での構造変化のイメージ

表3　急速充電器設置状況（2011/6/1時点）

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

九 州 計

全 国

15

10

14

7

6

4

7

63

670

設置数

（出所）CHAdeMO　協議会
（※）CHAdeMO 協議会：急速充電器の設置推進を図ること等
を目的に、大手自動車メーカー等が中心となって10年3月に設立
された団体。ちなみに、もっとも設置が進んでいるのは神奈川県
（86件）

（出所）財団法人九州経済調査協会「九州産業読本」等を基にふくおかフィナンシャルグループ作成

全国比

2.2％

1.5％

2.1％

1.0％

0.9％

0.6％

1.0％

9.4％

（出所）各種資料を基にふくおかファイナンシャルグループ作成

ふくおかフィナンシャルグループでも次世代自動車の導入を行っています

充電 充電 充電
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